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⾃然の恵みと災いの地域⽂化

福井新聞(2013)

Ø 同じ⾃然が恵みも災いももたらす（機能）
Ø 恵みと災いは⼀体のものである（不可分）
Ø 恵みと災いの連関は⼈の⼼に刻まれてきた（認識）

⾬のよくふった5⽉の
⽥にフナがさんらん
にあがってくるのを
たもやバケツのそこ
をぬいたので、おさ
えてつかまえた。
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⾃然の恵みと災いの⾒える化
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⼟地利⽤と地域の未来
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⼈⼝分布と⼟地の使い⽅は現状の変化傾向
が続いていくと想定。

⼟地の使い⽅を⾒直し災害リスクを回避す
るとともに、⾃然の恵みを積極的に活⽤す
ると仮定。
具体的には、⾃治体ごとの⼈⼝⾃体はな

りゆきシナリオと同じ傾向だが、災害ハ
ザードのある場所の居住をできるだけ避け
る⼀⽅、安全な場所に居住する⼈⼝ができ
るだけ減らないような将来を想定。また、
災害ハザードがある場所で居住者がいなく
なった⼟地は、⼆次林や湿地の⽣態系に⾃
然再⽣すると想定。

２つの将来シナリオ
このままの将来（なりゆきシナリオ）

改善した将来（Eco-DRRシナリオ）
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詳細データ（100mメッシュ） 市区町村での集計データ

データの公開と取り扱い

J-ADRESにより⼀般に公開地球研との秘密保持契約
に基づき提供
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三陸地域

砺波平野松浦川流域

災害対応の伝統知・地域知
地域の歴史から学ぶ災害対応 地球研 で検索

全国の事例

⽐良⼭麓
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多様な関係者と連携した研究と実践
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